
湖南市防災士連絡会｢防災活動報告会｣

開 催 日：2023年1月21日(土曜日)

開催場所：湖南市の文化ホールにて

≪報告内容≫
１．水戸学区の紹介
２．自主防災会設立の経緯
３．2022年度自主防災会の活動



１．水戸小学校区の紹介

１．水戸学区の紹介
①水戸学区の歴史
②水戸学区の特徴
③地域の運営組織
④コミュニティプランの策定



①水戸学区の歴史

団地北区

団地中区

団地南区

1968年：工業団地造成完了
＊62社が随時操業開始
＊5000人以上を雇用
＊たくさんの人が移住

1978年：水戸小学校が開校
1983年：日枝中学校が開校

移住の時期・境遇も同じ

３区合同で自治会運営

2009年11月に水戸学区
まちづくり協議会が発足



②水戸学区の特徴

≪水戸学区の住民の特徴≫
全国各地からの移住者で構成されており、横の繋がりが希薄。

≪悪い点≫
＊周りに関心も薄く高齢
化すると孤立化しやすい。

≪良い点≫
＊人付き合い等の煩わしさが無く住みやすい。
＊境遇が一緒で新たな取り組みがしやすい。

高齢化率や自治会加入率等、考察を入れたいところですが・・・。

世界各地？



③地域運営組織の見直し

2021年度以前

行政

区長
(行政取扱委員)

自治会
(3区合同)

水戸学区
まち協

委嘱 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団地自治会とまち協が
同じ土俵で活動してお
り、地域組織として活
動が一体化していない。

2021年度見直し

行政指導で地域運営組織の
見直しにより、自治会とま
ちづくり協議会の協働の地
域運営組織に転換。

行政

区長(行政取扱委員)

自治会
(3区合同)

水戸学区
まち協

統括行政取扱委員

委嘱



③地域運営組織の見直し

１．まち協の組織変更
３区の区長(自治会長)をまちづ
くり協議会の副会長に組織変更

２．会議体の見直し
自治会役員会にまち協役員の参加
で情報の共有化⇒1回／月

３．コミュニティプランの策定
自治会・まち協(各種団体含む)が
協働で地域の目指す姿を協議し
コミュニティプランを策定
⇒2022年度より活動

地域組織の主な変更点



④水戸学区コミュニティプラン
≪5年後になってほしい地域の姿≫

“だれもが笑顔でくらせる街づくり”



④水戸学区コミュニティプラン
≪5年後になってほしい地域の姿≫

“だれもが笑顔でくらせる街づくり”

１．住みやすい環境
の街づくり

３．ふれあいの
街づくり

４．支え合いの
街づくり

２．安全・安心な
街づくり

特にこの地域は同じ土壌で活動
しているので、分担を明確に！



２．自主防災会設立の経緯

２．自主防災会設立の経緯
①設立以前の防災組織と活動
②自主防災会設立の経緯



①設立以前の防災組織と活動

団地自治会

団地南区
自主防災組織

団地中区
自主防災組織

団地北区
自主防災組織

会長(区長) 防災士 組代表 防災班長

組代表 防災班長

組代表 防災班長

防災士 組代表 防災班長

組代表 防災班長

組代表 防災班長

7名 22組 28名

【活動内容】
①湖南市防災訓練に併せて避難訓練⇒1回／年
②各地区防災会議参加⇒2回／年
③第三分団 消火訓練への参加⇒1回／年
④各組の消火機器の点検

【反省点】

＊丘陵地に造成され
た地域で、災害リスク
も低い事から防災意
識が低い！

＊活動の主体は消火
機器の点検が主で、
活動が形式的。
＊よって防災士の活

躍の場も無い！

任期：1期2年
で2期4年まで

輪番制で
組長任期1年
防災班長2年

湖南市防災士連絡会の
設立は大きな転機に！

任期無

【防災士の役割】

任期の観点からも地
域防災の核として防
災士の役割が非常に
重要であり、活躍の
場づくりが必用。



②自主防災会設立の経緯

2019年以前：ふるさと防災チームを軸に各区(自治会)毎
の自主防災組織で形式的な活動で防災士の活躍の場が無い

2019年：湖南市防災士会設立準備会が始
動し、11月に湖南市防災士連絡会が発足

2021年：湖南市防災士連絡会の受け皿として、水戸防災
士会を発足させ活動を開始する。1回／2か月
⇒各区防災組織から地区全体としての防災組織が必要。
⇒水戸学区自主防災会設立に向けて準備を開始。

2022年4月16日に総会を開催し

水戸学区自主防災会を設立

地域に受け
皿が無い



３．自主防災会の活動

３．自主防災会の活動
①自主防災会の規約
②自主防災会の組織
③2022年度の活動
④水戸学区避難訓練



①自主防災会規約
【目的】第3条 本会は地域住民の扶助の精神に基づく自主的な防災活動によ
り、地震などの災害による防止及び軽減を図る事を目的とする。

【活動】第4条 本会は前条の目的を達成するため次の活動を行う。
（１）防災に関する知識の普及に関すること
（２）地震等に対する災害予防に関すること
（３）地震等の発生における初期消火、避難誘導、避難所運営、

救急救援、情報の収集・伝達の応急対策に関すること
（４）防災訓練に関すること
（５）防災資機材などの整備に関すること
（６）その他本会の目的を達成するために必要な事項

【班の配置】第5条 本会は前条の活動を遂行する
ため次の班を置く。

（１）情報伝達班（２）消火班（３）救急救護班
（４）避難誘導班（５）避難所運営班

【会員】第６条 本会は自治会員をもって構成

【役員会】第11条
（１）会長・副会長・
防災部長・防災副部
長・事務局・会計・各
藩責任者で構成(13名)
（２）2か月に1回開催



②自主防災会の組織

自治会員(正)：1341世帯 自治会(準)：618世帯

防災班長：28名
防災士 ：6名
元分団長：2名

団
地
南
区

防災班長：30名
防災士 ：5名
元分団長：1名

団
地
中
区

防災班長：25名
防災士 ：10名
元分団長：1名

団
地
北
区

ふるさと防災チーム(108名)＋組長(77名)

会長（まち協会長）

防災部長・防災副部長（防災士）

副会長（各区区長兼自治会長）

避難所運営班 避難誘導班 救急救護班 消火班 情報伝達班

事務局長会計

責任者

各区班長

責任者

各区班長
責任者

各区班長

責任者

各区班長

責任者

各区班長

水戸学区
自主防災会組織



③2022年度の主な活動

＊役員会の開催⇒1回／2か月
＊防災訓練計画立案と実施⇒湖南市防災訓練に併せて
＊各部会の活動
・情報伝達班⇒伝達機器の使用訓練
・消火班 ⇒消火栓・ホース格納箱設置マップ作成
・救急救護班⇒AEDの使用法訓練・AED配置マップ作成
・避難誘導班⇒避難経路の確認と作成

成果は地域防災について議論する場ができた！



④避難訓練の実施（10月2日）

【過去の避難訓練】
自治会ふるさと防災チームと自
由参加の自治会員で訓練
⇒関心もなく参加率も悪い
⇒形式的な訓練

【今回の訓練】
＊自治会員は玄関先避難で
防災訓練への参加意識の把握
に重点を置いて訓練
⇒参加率をベンチマークとして
今後の活動に生かす。

＊避難所訓練は自主防災会の
各班の行動訓練とする
⇒今後の避難訓練等の活動に
生かす。



④避難訓練の実施（チラシ全戸配布）

表
裏



④水戸学区避難訓練 玄関先避難結果

【結果に満足】
参加率は２０％ぐらいと

想定していたが、結果は
想定以上でびっくり！

【玄関先避難の利点】
＊費用が安い(チラシのみ)
＊住民の顔が見える
＊玄関先で会話が弾む
＊玄関に出れない人も窓越
しに参加

今後も継続実施で参加
率向上に繋げたい。



今後の取組むべき課題

１．自治会未加入者への対応
２．外国人居住者への対応
３．要支援者への対応と訓練方法
４．避難所運営の展開方法

今後の取組む課題

本地域は歴史も浅く、過去の災害経験が無い事から、
防災意識の低い地域ですが、今後自主防災会の活動を通じ
て防災意識向上や地域の絆づくりに繋がればと考えます。
尚、｢自主防災会の設立｣や｢地域運営組織の一体化｣等、

行政指導が有ったからこその成果だと思いますので今後共、
行政のご指導・ご支援をよろしくお願い致します。

最後に

まず活動の基盤
づくりを進めな
がら随時、課題
に取り組む

行政が動けば地域は変わる！ 逆もまた真なり



お互いが積極的に行動
して安心安全で住み易

い湖南市に！

ご清聴ありがとう
ございました
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